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目的 メラノーマ多発地域の白人におけるメラノーマ発生危険因子として

の母斑の個数と皮膚色の評価 
研究デザイン 症例対照研究 
セッティング Sydney および Newcastle のメラノーマ専門外来 
対象者 1989-1993 年のメラノーマ患者 244 人、対照 276 人 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （2） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （3） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （14） 

介入（要因曝露） 母斑の個数の計測、日光暴露への皮膚の反応パターンの評価 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 全身の 2mm 以上の母斑の個数と

メラノーマリスク 
1.主要 2.副次 3.その他（1） 

2 Atypical nevus とメラノーマリス

ク 
1.主要 2.副次 3.その他（1） 

3 日光暴露による sun-tan の有無と

メラノーマリスク 

1.主要 2.副次 3.その他（1） 

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

1) 母斑が 100 個以上の者は 10 個未満の者に比べ、メラノーマの発

生リスクが 12 倍に上がった。 
2) 多発性 atypical nevus, 多発性の大型母斑、sun-tan 能の欠如な

どもメラノーマ発生の強い危険因子であった(Odds ratio が５以上)。
3) 男女別にみた母斑の身体分布はメラノーマの分布と類似し、背中

のメラノーマは背中の母斑の数の多さと有意に相関した。 

結論 

母斑の個数、分布、sun-tan 能はメラノーマ発生に有意に相関する。
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備考 
 

レビューワー氏名 斎田俊明 

レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（IV） 
メラノーマ多発地域の白人において母斑の個数、sun-tan 能がメラノ

ーマ発生の有意な危険因子であることを示した論文。 
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